
地方創生加速化交付金

担当課 U&Iときめき課

№ 交付金事業の名称 総事業費 交付決定額 実績額
2 「生涯活躍のまち」構想推進事業 15,656,950円 15,745,000円 13,903,510円 お試し居住申込者 40人

施設入居戸数 0戸
南魚沼CCRCビジネス研究会参加事業者数 20社

【政策分野1】　力強く魅力的な産業を育て雇用を創出する
【基本的施策】　1-4　メディカルタウン構想、CCRC構想に基づく産業振興
■地域の魅力向上と医療の拠点性を活用し、雇用を創出する
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外部有識者からの意見

実績値を踏まえた事業の今後の方針について
①追加等さらに発展させる　②事業内容の見直し（改善）　③事業の継続　④事業の中止　⑤
予定通り事業終了

今後の方針（上記）の理由

　移住体験ツアーからお試し居住へスムースに誘導するための手法と多様なニーズに対応するコ-ディネート機能
を検討し実施する。

南魚沼CCRCビジネス研究会参加事業者数（社）

事業効果について
①地方創生に非常に効果的であった　②地方創生に相当程度効果があった　③地方創生に効
果があった　④地方創生に効果がなかった

事業評価について ①総合戦略のKPI達成に有効であった　②総合戦略のKPI達成に有効とは言えない

施設入居戸数（戸）

本事業における重要業績評価指標（KPI)

事業概要（目的） 交付金充当経費の内容

これまでの成果と課題を「南魚沼版ＣＣＲＣ推進協議会」で総合的に
検討し、具体的な事業内容や事業効果を明確にした事業の枠組みを
示し、同時に、事業主体を明確にしながら、移住者の居住施設を建
設する民間事業者の選定を行う必要がある。
●そのため、地域再生計画「生涯活躍のまち形成事業計画」策定前
の取組として、本交付金の活用により、事業内容や建設する民間事
業者の選定基準、建設方法等を基本計画としてまとめ、事業の枠組
みを確立し、民間事業者の選定を進めるとともに、移住者に提供する
サービス（住宅の形態、就業機会、生涯学習機会、継続的なケアの
仕組み等）の具体化を図りたい。
●併せて、本市への移住の関心をより高め、具体化するため、情報
発信ツールの一元的な運用体制の構築及びお試し居住を実施し、移
住希望者が移住後の自分の姿を具体的にイメージできるような取り
組みを進めたい。

１．南魚沼版ＣＣＲＣ推進協議会運営費
　　事業化に向けた基本計画策定のための協議会開催経費：744,830円
２．南魚沼版ＣＣＲＣ構想基本計画策定事業
　　行政と事業主体、関係事業者等の役割分担や事業効果、事業期間等を明確化した基本計
　　画素案策定経費：5,232,000円
３．中高年齢者向け移住希望者への見える化事業
　　当市が現在運営している移住者向けウェブサイトを大幅に見直し、移住情報のプラットホー
　　ム化を図った。
　　特集ページを更新・追加するとともに、地域特派員による投稿を定期的に掲載した。
　　・業務委託料：4,848,336円
４．移住に向けたお試し居住の実施
　　移住への関心は中高年齢者に限らず若い年代も高い。ＣＣＲＣによる新たな雇用の創出を
　　見込み、幅広い年齢層のお試し居住を実施し、本市への関心を高める取組を実施。
　　・業務委託料：2,981,880円　CCRC移住定住促進「セカンドライフ塾」企画運営を２クール実
　　　施
　　・会場借上料：96,464円　オリエンテーション等会場借り上げ

把握方法

担当課で把握

担当課で把握

担当課で把握
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